


京都市都市計画審議会 第２回都市計画マスタープラン部会 

議事次第 

 

日 時：令和７年９月１日（月）17:00～ 

場 所：京都市役所 分庁舎 ４階 第４・５会議室 

１ 開   会 

 

２ 議   事 

（１） 第１回部会を踏まえた都市マスの方向性について 

（２） エリア別指針の方向性について 

（３） 今後のスケジュールについて 

 

３ 閉   会 

 

 

＜配布資料＞ 

議事次第 

委員名簿 

 

資料１      第１回部会を踏まえた都市マスの方向性 

資料２－区名①  まち柄マップ１ 

    区名②  まち柄マップ２ 

    区名③  まち柄マップ（補足資料） 

区名④  将来像マップ 

区名⑤  用途地域 

区名⑥  高度地区 

区名⑦  住む人マップ 

区名⑧  働き方マップ 

※ 資料２は区ごと（左、北、上・中・下、東） 

資料３－１    特徴的な第１種低層住居専用地域 

２    サブゲート機能強化の検討 

３    働き方マップ（広域） 

資料４      次期都市計画マスタープランの検討スケジュール 

 

参考資料     現行都市計画マスタープランの将来像 

 



第１回部会を踏まえた次期都市マスの方向性等 資料１

第１回部会におけるご意見・議論のあった内容

エリア別方針の検討（第２回部会分）

（１）各区のエリアの検討（左京区｜北区｜上京区・中京区・下京区｜東山区）

・実際の土地利用等の状況を踏まえた、各エリアのまち柄の把握
・新たな視点、充実するものを踏まえた、各エリアの将来像の検討

上記を踏まえた本日のテーマ

議論を受けた次期都市マスの方向性（案）

（２）全市に共通する特性を持つエリアについての検討
・共通する特性を持つエリアを把握
・新たな視点、充実するものを踏まえた将来像の検討

＜議論の前提＞
○ 人口を増やすのか、どこで増やすのかなど前提条件を整理しておくべき。
○ 漠然と「京都市民」と書かれているが、住まれている市民だけでは限界。
○ 単純な縮退ではなく、うまく効率的にまちを変えていくのかが課題。
○ 保全すべき場所と開発を行っていく場所の双方について、地域の個性に応じ

て進めていくべき。
○ ネット社会により変化する物流や観光の動向を踏まえた都市構造を考えない

といけない。
＜活力・賑わい＞
○ 働き手や夢のある動き、産業の新しい成長などに向けた動きができればよい。
○ 引き続き住む場所、働く場所を確保していく必要がある。
○ 観光対策という点について、都市基盤・都市計画として何ができるのかソフ

ト対策も含め考える必要がある。
○ 製造業も支える事が大事。例えばスタートアップが集まるヴィレッジを作る

といった形が必要ではないか。
＜暮らし＞
○ 京都市では新規の住宅供給よりもストックの利活用ということもより重要視

されるべき。
○ 町家の改修は民泊やホテルも多く、税収・人口が増えていくためには、住ま

いが増える政策に転換するよう一歩踏み出していかないといけない。

○ 学生はどんどん転出していってしまう。まちに愛着を持ってもらうような取り組み
を行い、定住・就職してもらうことも重要。

○ 地元の人が住む形で人口が増えるのが良い。
＜文化・景観＞
○ 自然は、三山だけではなく河川も暮らしや安心安全にとって重要な要素。
○ 農業も景観の関連として進めていくというのを少し取り入れてもよいのでは。
＜安心安全＞
○ 町内会など地域社会の強い絆を「守る」のではなく、「活かした」復旧・復興を目

指すべき。
○ 観光の方が来られた時の防災の視点が必要。
○ 災害リスクと、コンパクトネットワークの考え方との関係を示すべき。
＜その他＞
○ 市民の方は交通混雑やサービスに対する不満があるのではないか。
○ 農家住宅等もまちづくりに生かしていけるのではないか。
○ 保全、再生、創造の簡単な説明が必要ではないか。
○ 職住共存、近接と保全・再生・創造の関係について、記載すべき。
○ 業者の方に都市マスを理解いただいた上で、倫理観を持って京都に来てほしい。
○ 次の世代が希望を持って京都に住みたくなるようなメッセージが必要ではないか。

＜前提の整理＞
⇒ 保全・再生・創造という基本的な考え方を継承する。
⇒ エリアの特性（まち柄）を踏まえながら守るべき部分、伸ばすべき部分を

示しメリハリのあるまちづくりを進める。
⇒ 時代や社会状況の変化に合わせたまちづくりを進めていく。
⇒ 京都に住む市民だけではなく、働く人、訪れる人など京都にかかわるすべ

ての人を対象とした都市マスを目指す。

＜活力・賑わい＞
⇒ エリアの特性（まち柄）を踏まえながら、活力やにぎわいを生んでいく。
⇒ ポテンシャルのあるエリアで、スタートアップの立地を進めるなどして、

働く場所を確保していく。
⇒ 駅やバスの混雑を緩和に向けた、分散化を検討していく。

＜暮らし＞
⇒ 様々な方が京都で暮らしていけるよう、ストックも重視しながら、多様

なニーズに合わせた住まいを充実させる。
⇒ ポテンシャルのあるエリアで、住む場所を確保していく。
⇒ 学生が多い地域など、エリアの特性（まち柄）に応じたまちづくりを進

め、まちに愛着を持て住み続けてもらえるように。
＜文化・景観＞
⇒ 三山だけではなく、河川や公園等といった身近な緑を活かす。

＜安心安全＞
⇒ 防災をはじめ、地域コミュニティの力を活かしたまちづくりを重視。
⇒ 観光に来られた方に係る対応も記載。
⇒ 災害リスクにも考慮しながら、都市機能の適切な配置を検討。



≪丸太町通≫

≪今出川通≫

学生が多い

子育て世帯が多い

学生が多い

学生が多い

学生が多い

左京区内で働く人が多い

自宅で働く人が多い

主に商業・居住

主に業務・居住

主に商業・業務・居住

主に商業・業務・居住

主に商業・居住

主に商業・業務・居住

主に商業・業務・居住

主に商業・業務・居住

主に商業・居住

主に商業・宿泊・居住

主に商業・宿泊・業務・居住

主に商業・居住

主に商業・居住

主に商業・業務・居住まち柄マップ１
【左京区】

※それぞれのエリア内における人口、床面積等の割合を参考に作成。
働き方、住む人については、参考３を参照。
土地利用については、Ｒ６固定資産税台帳情報を基に、
１００ｍメッシュ単位における各用途の床面積の、
全用途の床面積に対する割合を参考に作成
（特に住宅以外の用途の床面積の割合に着目）。

京都大学

京都府立
植物園

金戒光明寺

京都工芸
繊維大学

京都府立大学

京都大学
医学部
附属病院

京都大学

京都精華大学

京都ノートルダム
女子大学

京都芸術大学

平安神宮

下鴨神社

修学院離宮

京都御苑

出町柳

北山

茶山・京都芸術大学

一乗寺

修学院

宝ケ池

三宅八幡

八瀬比叡山口国際会館

八幡前

岩倉木野

京都精華大前

神宮丸太町

三条

松ケ崎

元田中

資料２－左①



株式会社イシダ

和研薬
株式会社

一乗寺

出町柳

京都工芸繊維大学

京都ノートルダム女子大学

京都府立大学

★京都精華大学

養正市営住宅

出町柳駅から淀屋橋駅まで１時間程度

北山エリア整備基本計画

京都芸術大学

京都大学周辺の
第一種低層住居専用地域

生活利便性施設等から一定の距離がある
第一種低層住居専用地域

一乗寺周辺エリア

京都大学

岡崎エリア

まち柄マップ２
【左京区】

資料２－左②



まち柄マップ（補足資料）【左京区】

（１）学生数
市内行政区で最も居住している大学生数が多い。

（２）就職に伴う市外転出
20〜24歳の世代は首都圏や大阪府へ就職に伴う転出が多い。
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出典：令和２年国勢調査を基に本市作成

（３）大学発ベンチャー
京都大学は全国の大学中２番目に大学発ベンチャーが多い。

また、京都大学は令和５年度から令和６年度の増加率が150%
を超え、順位を３位から２位に伸ばしている。

（４） 岡崎エリア
平安神宮や南禅寺、禅林寺（永観堂）等

の有名な寺社仏閣や、京セラ美術館、ロー
ムシアター、動物園、図書館などの文化、
芸術、集客施設、みやこめっせ等のＭＩＣ
Ｅ関連施設が集積している。

（２）養正市営住宅団地再生計画

（１）岩倉・幡枝本通り周辺
岩倉・幡枝本通り周辺は子育て世帯に

一定の需要があるが、徒歩圏800m圏内に
生活利便施設等がないエリアが存在する。

（１）出町柳駅
今出川通から１本北側にある柳通に面しており、

駅付近に駐輪場、バスロータリー、タクシーロー
タリーがあるが、循環系統が通る主要なバス停か
らは遠い。

養正市営住宅

出町柳駅
出町柳駐輪場

バスロータリー

タクシーロータリー

（出典：京都市HP_大規模小売店舗一覧等を基に本市作成）

５ 第１回部会で頂いた御意見
・学生はどんどん転出していってしまう。

まちに愛着を持ってもらうような取り組みを行い、定住・就職
してもらうことも重要。

出町柳駅

柳通鴨川

バス停（出町柳駅前）

バス停（出町柳駅前）

循環系統が通る主要なバス停
（出町柳駅前）

３ 北山文化・交流拠点地区
京都が世界に誇る文化と憩いに包まれた

交流エリアの形成を目指すため、京都市地域
まちづくり構想を策定。

（令和3年策定）

大規模商業施設
スーパーマーケット
大規模商業施設及び
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ_800m圏内
第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域

出典：Google Earth

まちの玄関ゾーン

まちづくりの
拠点ゾーン

コミュニティの
拠点ゾーン

（３）一乗寺周辺
若者向けのスポットが多数点在し、学生の居住者が多い。

一方で、働く若い世代の居住者は多くない。

出典：京都市統計ポータル「人口動態・人口移動」を基に作成（各年前年10月〜当年9月の集計数値）

（出典：経済産業省_令和６年度大学発ベンチャー実態等調査）

１ 学生状況と大学発ベンチャーの状況 ２ 京都大学周辺の状況

（出典：養正市営住宅団地再生計画）

４ 第一種低層住居専用地域の状況
（２）京都大学周辺

【京都市産業観光局の企業へのヒアリング】
・京都大学発ベンチャーへの機運が高まり企業数が伸びている。

一方で、京都大学周辺のベンチャー企業の入居可能なオフィ
ス・ラボが足りていない。

・理系のスタートアップは実験器具等の利用のため大学との連携
が重要で近接している必要がある。

（人）

ｃ

・周辺にオフィス・ラボが立地できない第一種低層住居専用地域
が拡がっている。

出典：Google Earth

資料２－左③



将来像マップ
【左京区】

★文化芸術やＭＩＣＥ拠点等が集積する
ポテンシャルを活かしたまちの形成

★地域コミュニティの形成に資する場の創出
★徒歩圏内の生活利便性の向上

★大学発スタートアップ・
ベンチャー企業の立地

★働く若い世代が住む職住
近接エリアの形成

★京都が世界に誇る文化と憩いに
包まれた交流エリアの形成

★若い世代をひきつける
利便性の高い居住空間の創出

★京都大学周辺や左京区内等で
働く人の職住近接エリアの形成

★駅前におけるにぎわいの創出
★スタートアップ・ベンチャー企業の拠点創出・拡大
★産業と調和した利便性の高い居住空間の創出

出町柳

北山

茶山・京都芸術大学

一乗寺

修学院

宝ケ池

三宅八幡

八瀬比叡山口国際会館

八幡前

岩倉木野

京都精華大前

神宮丸太町

三条

松ケ崎

元田中

資料２－左④



用途地域
【左京区】

資料２－左⑤



高度地区
【左京区】

資料２－左⑥



学生割合が市内上位１０％以上
２５〜３９歳人口割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各人口の総人口に対する割合

６歳未満がいる世帯割合が市内上位１０％以上
６５歳以上がいる世帯割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各世帯数の総世帯数に対する割合

※Ｒ２国勢調査の町人口データを１００ｍメッシュで面積按分
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の人口または世帯数が全て市街化区域に存するものとして算出。

住む人マップ
【左京区】

資料２－左⑦



自宅就業者割合が市内上位２０％以上
自区内就業者割合が市内上位２０％以上

※国勢統計区単位における各就業者数の総就業者数に対する割合
大阪市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
大津市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
宇治市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
長岡京市または向日市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

※国勢統計区単位において自区を除く従業地（市内他行政区または他市町村）で就業する者
の数を比較し、上位１０位以内に入る各従業地における就業者数の総就業者数に対す割合

市内就業者割合が全市割合以上
※Ｒ２国勢調査を基に作成
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の就業者数が全て市街化区域に存するものとして算出。

働き方マップ
【左京区】

資料２－左⑧



まち柄マップ１
【北区】

子育て世帯が多い

子育て世帯が多い

学生が多い

子育て世帯が多い

自宅で働く人が多い

北区内で働く人が多い 主に商業・業務・居住が多い

主に商業・居住が多い

主に商業・居住が多い

学生が多い

主に商業・居住が多い

主に工業・居住が多い

主に商業・業務・居住が多い

高齢者が多い

主に商業・業務・居住が多い

主に業務・居住が多い

主に商業・居住が多い

主に工業・居住が多い

船岡山公園

大徳寺

京都産業大学

大谷大学

今宮神社

佛教大学

立命館大学

金閣寺

上賀茂神社

京都御苑※それぞれのエリア内における人口、床面積等の割合を参考に作成。
働き方、住む人については、参考３を参照。
土地利用については、Ｒ６固定資産税台帳情報を基に、
１００ｍメッシュ単位における各用途の床面積の、
全用途の床面積に対する割合を参考に作成
（特に住宅以外の用途の床面積の割合に着目）。

鞍馬口

今出川

北山

妙心寺御室仁和寺

北野白梅町龍安寺 等持院・立命館大学
衣笠キャンパス前

北大路

資料２－北①



●等持院

●金閣寺

●龍安寺

●仁和寺

●妙心寺

●大徳寺

●上賀茂神社

●北野天満宮

鞍馬口

今出川

北山

妙心寺御室仁和寺

北野白梅町龍安寺 等持院・立命館大学
衣笠キャンパス前

北大路

観光資源が集積したエリア

西陣特別工業地区

原谷特別工業地区

立命館大学

佛教大学

大谷大学

生活利便性施設等から一定の距離がある
第一種低層住居専用地域

楽只市営住宅団地再生事業

京都産業大学

地域の特性を活かした産業が残る
第一種低層住居専用地域

まち柄マップ２
【北区】

資料２－北②



大規模商業施設
スーパーマーケット
大規模商業施設及び
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ_800m圏内
第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域

まち柄マップ（補足資料）【北区】

（４）西陣機業
昭和59年から令和2年の間で企業数、総出荷金額、従業者数

すべてで減少傾向。

２ 西陣を中心とした地域活性化ビジョン
（平成30年度策定）
50年先の将来像を描き、今後10年間の取組を具体化。

○活性化実現のための11の方策
・暮らしの文化 の継承
・伝統文化・伝統芸能の「ほんもの 」の

魅力に触れる機会づくり
・京町家・路地の魅力を活かしたまちづくり
・楽しく便利に移動できるまちづくり
・西陣織をはじめとした伝統産業の振興
・クリエイティブなものづくり産業の創出
・ターゲット 層 に応じた商業 の活性化
・「ほんもの 」に触れる観光 の推進
・西陣のブランド価値の向上と共有
・西陣の空間資源の有効活用
・活性化の新たな担い手創出

（１）西陣特別工業地区
西陣織の製造にかかる産業の利便の増進を図ることを目的に、

準工業地域では西陣織関係の工場を除き、工場の事業や作業場
の床面積について立地制限を強化している。
住居系地域では事業規模が小さい西陣織関係の工場に限り、立
地制限を緩和している。
（２）原谷特別工業地区

伝統的工芸品産業の利便の増進を図ることを目的に、西陣織、
友禅、京焼、彫金等による金属工芸品、京人形、漆器、扇子、
木版画等の伝統工芸品に係る工場を除き、準工業地域における
工場の事業や作業場の床面積について、立地制限を強化してい
る。

（１）観光資源が集積したエリア
北野白梅町駅西側に集積する観光資源は外国人観光客

にも人気がある。

（３）楽只地域将来活用予定地
北街区：約3,640㎡
南街区：約9,000㎡
東街区：約850㎡

〇柊野・大宮周辺
柊野・大宮周辺は子育て世帯に一定の需要があるが、

徒歩圏800m圏内に生活利便施設があるエリアが少ない。
また、京野菜の生産など地域の特性を活かした産業が
残る。

（２）駅乗降者数
北区東側を通る地下鉄に比べ、西側の京福電鉄

北野線の利用者数は少ない。

日本人観光客外国人観光客訪問地

12.1%(※)

46.1%金閣寺

12.1%龍安寺
※「きぬかけの路周辺」と回答した割合

出典：令和６年京都観光総合調査無作為の調査対象者（観光客）が訪問したと回答した割合

京福電鉄北野線（人／日）

2,688北野白梅町

642等持院・立命館大
学衣笠キャンパス

1,094龍安寺
404妙心寺
650御室仁和寺
490宇多野
822鳴滝

1,312常盤
716撮影所前

京都市地下鉄（人／日）

13,849北山
30,508北大路
9,763鞍馬口

25,102今出川
出典：国土数値情報

令和５年度駅別乗降客数

出典：京都市ＨＰ「団地再生事業により生まれる将来活用地について」

（３）伝統産業全般
平成18年から令和5年の間で出荷金額、従業者数のいずれも

減少傾向。

出典：令和６年度京都市伝統産業活性化推進審議会資料

（５）市内の製造業の立地
売上高上位を占める製造業分類は市南部、西陣織等の伝統

産業を含む繊維工業は市北部、京漬物等の伝統産業を含む
食料品製造業は市全域に多く立地。

楽只 北街区・南街区

北街区

南街区

楽只 東街区（浴場跡地）

東街区

１ 伝統産業の状況

３ 北野白梅町駅周辺エリア ４ 第一種低層住居専用地域の状況

出典：京都市HP_大規模小売店舗一覧等を基に本市作成

資料２－北③



将来像マップ
【北区】

★伝統産業の継承と伝統産業を活かした
新たなクリエイティブ産業の集積

★京町家を活用したクリエイティブ拠点の創出
★職と住が調和した魅力的な生活圏の形成

★伝統産業や新たな産業の集積

★豊富な観光資源エリアと伝統産業エリアの
相互のポテンシャルを活かしたまちの形成

★伝統産業を活かしたスタートアップ・
ベンチャー企業の集積

★働く若い世代が住む職住近接エリアの形成

★地域の新たな魅力となり得る
多様な都市機能の集積

★地域コミュニティの形成に資する場の創出
★徒歩圏内の生活利便性の向上
★地域の特性を活かした産業と暮らしが
共存するまちの形成

鞍馬口

今出川

北山

妙心寺御室仁和寺

北野白梅町龍安寺 等持院・立命館大学
衣笠キャンパス前

北大路

資料２－北④



用途地域
【北区】

資料２－北⑤



高度地区
【北区】

資料２－北⑥



学生割合が市内上位１０％以上
２５〜３９歳人口割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各人口の総人口に対する割合

６歳未満がいる世帯割合が市内上位１０％以上
６５歳以上がいる世帯割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各世帯数の総世帯数に対する割合

※Ｒ２国勢調査の町人口データを１００ｍメッシュで面積按分
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の人口または世帯数が全て市街化区域に存するものとして算出。

住む人マップ
【北区】

資料２－北⑦



自宅就業者割合が市内上位２０％以上
自区内就業者割合が市内上位２０％以上

※国勢統計区単位における各就業者数の総就業者数に対する割合
大阪市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
大津市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
宇治市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
長岡京市または向日市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

※国勢統計区単位において自区を除く従業地（市内他行政区または他市町村）で就業する者
の数を比較し、上位１０位以内に入る各従業地における就業者数の総就業者数に対す割合

市内就業者割合が全市割合以上
※Ｒ２国勢調査を基に作成
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の就業者数が全て市街化区域に存するものとして算出。

働き方マップ
【北区】

資料２－北⑧



≪四条通≫

≪五条通≫

≪

堀
川
通≫

≪丸太町通≫

今出川通≫

≪

烏
丸
通≫

≪

河
原
町
通≫

≪

大
宮
通≫

≪

西
大
路
通≫

≪七条通≫

三条

四条

丹波口

西大路御池

円町

西大路三条

二条

大宮

二条城前

西院 烏丸

京都河原町

烏丸御池 京都市役所前

梅小路京都西

京都

五条

清水五条

七条

東福寺

九条

西大路

丸太町

北野白梅町

神宮丸太町

出町柳

鞍馬口

今出川

等持院・立命館大学
衣笠キャンパス前

龍安寺

●

若い世代や子育て世帯が多い

若い世代が多い

学生が多い

自宅で働く人が多い

自宅や居住区内
で働く人が多い

大阪市、大津市で働く
人が多い

自宅で働く人が多い

自宅や居住区内
で働く人が多い

大阪市で働く人が多い

若い世代や子育て世帯が多い

若い世代や子育て世帯が多い

自宅や居住区内
で働く人が多い

京都
市立
病院

二条城

京都御苑

西本願寺

東本願寺

京都府庁

同志社大学

佛教大学

立命館大学

京都
タワー

京都市立
芸術大学

山ノ内

※それぞれのエリア内における人口、床面積等の割合を参考に作成。
働き方、住む人については、参考３を参照。
土地利用については、Ｒ６固定資産税台帳情報を基に、
１００ｍメッシュ単位における各用途の床面積の、
全用途の床面積に対する割合を参考に作成
（特に住宅以外の用途の床面積の割合に着目）。

まち柄マップ１
【上京区・中京区・下京区】

資料２－上中下①



京都リサーチパーク

クリエイティブタウン化の推進

西陣特別工業地区

京都駅西部エリア

京都駅前の再生に係る有識者会議

二条駅周辺

京都駅東部エリア

二条

京都市中央卸売市場
第一市場

四条通沿道

職住共存特別用途地区

京都五条
菊浜エリア活性化
プロジェクト

京都駅東部エリア
活性化将来構想

株式会社ＳＣＲＥＥＮ
セミコンダクターソリューションズ

株式会社島津製作所

ローム株式会社

オムロン株式会社

ニチコン
株式会社

上原成商事
株式会社

株式会社ＳＣＲＥＥＮ
グラフィックソリューション

株式会社
コスモネット

ＮＩＳＳＨＡ
株式会社

ワタキューセイモア
株式会社

株式会社
ジェイ・エス・ビー

株式会社
ハートフレンド

タキイ種苗
株式会社

株式会社
リカマンホールディングス

≪四条通≫

≪五条通≫

≪

堀
川
通≫

≪丸太町通≫

≪今出川通≫

≪

烏
丸
通≫

≪

河
原
町
通≫

≪

大
宮
通≫

≪

西
大
路
通≫

≪七条通≫

まち柄マップ２
【上京区・中京区・下京区】

資料２－上中下②



４ 京都駅西部エリア
中央卸売市場や京都リサーチパークが立地するエリア。中央卸売市場の西側では、クリ

エイティブタウン化が推進されており、既存ストックを活用したものづくり拠点としての
ニーズが高い。

まち柄マップ（補足資料）【上京区・中京区・下京区】

２ 京町家の保全・継承
京町家条例に基づく京町家所有者に対する働き掛けや、様々な支援の取組等による現行施

策の効果は一定認められるものの、依然として、京町家の滅失には歯止めがかかっていない。

６ 四条通沿道
四条通は、京都市の中心部を東西につなぐ最も重要な幹線道路の一つであるが、

大宮通以東における都市機能の集積が大宮通以西まで連続していない。

３ 京都駅東部エリア
「文化芸術都市・京都」のシンボルゾーンとなる京都駅東部エリアにおいて、崇仁地域
の将来活用予定地を活かした更なる活性化が期待される。また、同エリア内の菊浜地区

では、民間の取組により京都発のイノベーション拠点形成が進められている。

出典：京都駅東部エリア活性化将来構想抜粋、京都市ＨＰ「団地再生事業により生まれる将来活用地について

出典：Google Earth 出典：Google Earth

ｃ

【梅小路エリア関係者へのヒアリング】
クリエイティブな人が多く集まるまち

であり、かつ都心部に近いため、ものづ
くりに適している。オフィス需要より製
造拠点向きであるが、既存建物の２、３、
４階の活用が難しいエリア。外階段をつ
けられれば、上層階の使いやすさは飛躍
的に上がる。製造拠点には縦向けの物流
が重要。

５ 二条駅周辺
二条駅周辺は、ＪＲ二条駅・京

都市営地下鉄東西線二条駅・主要
なバス路線が結合する交通結節点
である。

都心部に近いだけでなく、二条
城や嵐山・嵯峨野周辺といった人
気の高い観光資源へのアクセスも
良い。

１ 京都駅前の再生に係る有識者会議
【検討の前提】

エリア内の建物の更新時期などを想定し、概ね１０〜２０年後の将来像及びその実現に
向けて短期・中長期に取り組むべき方策について検討する。
【検討内容】

京都の特性を活かした、京都駅前にふさわしい
１ 商業・業務の更なる集積
２ 沿道建物、駅前広場、道路等を活用したウォーカブルな賑わい
３ 街並みの創出
４ まちの魅力向上のための官民の役割分担と進め方 の方向性

出典：令和6年度京町家状況調査

出典：KYOTO MAKERS GARAGE HP

出典：Google Earth

二
条
駅

BiVi二条

佛教大学二条キャンパス
２号館建設予定地

駅前
ロータリー

■四条通における総床面積比較

■大宮通以西 ■大宮通以東

R6固定資産税台帳情報を基に作成

■町の風景や、クリエイター
交流の場イメージ（菊浜）

（京都市京町家保全・継承審議会資料
より抜粋）
「京町家を保全・継承しやすい仕組みの

構築について検証する必要がある。」

７ 西陣特別工業地区
西陣織の製造にかかる産業の利便の増進を図ることを目的に、準工業地域では西陣織

関係の工場を除き、工場の事業や作業場の床面積について立地制限を強化している。
住居系地域では事業規模が小さい西陣織関係の工場に限り、立地制限を緩和している。

■崇仁地域将来活用予定地■京都駅東部エリア活性化将来構想

出典： PR TIMES HP「京都五条 菊浜エリア
活性化プロジェクトについて」

外国人観光客訪問地
６２．１％二条城

３５．５％嵐山・
嵯峨野周辺

出典：令和6年京都観光総合調査
無作為に抽出された調査対象者（外国人観光客）が訪問地として回答した割合

100mメッシュ単位
における総床面積

少ない

多い

≪

大
宮
通≫

≪

烏
丸
通≫

≪

堀
川
通≫

≪四条通≫

西院 大宮 烏丸 河原町

資料２－上中下③



将来像マップ
【上京区・中京区・下京区】

★伝統産業の継承と伝統産業を活かした新たなクリエイティブ産業の集積
★京町家を活用したクリエイティブ拠点の創出
★職と住が調和した魅力的な生活圏の形成

★歴史的な町並みや暮らしと
多様な人々が集うにぎわいとの調和

★京都らしい歴史的なストックと
最先端の機能が重なり合う都心空間

★京都の都市格の象徴として都市活力を
けん引するエリア

★幹線沿道における都市機能の更なる集積

★新たなビジネス・交流の創造拠点の創出

★クリエイティブタウン化の推進

★サブゲートとしての活用の更なる促進

★文化芸術都市の取組と連動した
京都発のイノベーション拠点の創出

三条

四条

丹波口

山ノ内

西大路御池

円町

西大路三条

二条

大宮

二条城前

西院 烏丸

京都河原町

烏丸御池 京都市役所前

梅小路京都西

京都

五条

清水五条

七条

東福寺

九条東寺

西大路

丸太町

北野白梅町

神宮丸太町

出町柳

鞍馬口

今出川

等持院・立命館大学
衣笠キャンパス前

龍安寺
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用途地域
【上京区・中京区・下京区】

資料２－上中下⑤



高度地区
【上京区・中京区・下京区】

資料２－上中下⑥



学生割合が市内上位１０％以上
２５〜３９歳人口割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各人口の総人口に対する割合

６歳未満がいる世帯割合が市内上位１０％以上
６５歳以上がいる世帯割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各世帯数の総世帯数に対する割合

※Ｒ２国勢調査の町人口データを１００ｍメッシュで面積按分
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の人口または世帯数が全て市街化区域に存するものとして算出。

住む人マップ
【上京・中京・下京区】

資料２－上中下⑦



自宅就業者割合が市内上位２０％以上

自区内就業者割合が市内上位２０％以上
※国勢統計区単位における各就業者数の

総就業者数に対する割合

大阪市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

大津市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

宇治市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

長岡京市または向日市を従業地とする
就業者割合が市内上位１０％以上

※国勢統計区単位において自区を除く従業地
（市内他行政区または他市町村）で就業す
る者の数を比較し、上位１０位以内に入る
各従業地における就業者数の総就業者数に
対する割合

市内就業者割合が全市割合以上
※Ｒ２国勢調査を基に作成
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。

市街化区域と市街化調整区域にまたがる国勢統計区
の場合、市街化調整区域の就業者数が全て市街化区
域に存するものとして算出。

働き方マップ
【上京区・中京区・下京区】

資料２－上中下⑧



三条

東福寺

祇園四条

鳥羽街道

清水五条

七条

三条京阪 東山

蹴上

高齢者が多い

主に業務・
工業・居住

高齢者が多い

主に工業・居住

高齢者が多い

高齢者が多い

主に商業・居住

学生が多い

若い世代が多い

自宅で働く人が多い

東山区内で働く人が多い

自宅で働く人が多い

主に商業・宿泊・
業務・居住

主に商業・宿泊・
業務・居住

主に商業・宿泊・居住

主に商業・宿泊・
居住

主に商業・居住

主に宿泊・業務・
居住

主に商業・居住

主に宿泊・業務・
居住

若い世代が多い

主に商業・宿泊・
業務・居住

大津市で働く人が多い

京都女子大学
京都国立
博物館

三十三間堂 智積院

建仁寺

京都華頂大学
華頂短期大学

八坂神社

清水寺

京都タワー
京都市立
芸術大学

まち柄マップ１
【東山区】

※それぞれのエリア内における人口、床面積等の割合を参考に作成。
働き方、住む人については、参考３を参照。
土地利用については、Ｒ６固定資産税台帳情報を基に、
１００ｍメッシュ単位における各用途の床面積の、
全用途の床面積に対する割合を参考に作成
（特に住宅以外の用途の床面積の割合に着目）。

資料２－東①



元今熊野小

今熊野商店街

三条市営住宅団地再生計画

都市再生緊急整備地域
＜京都市三条周辺地域＞

三条駅周辺

東山区南部エリア

宿泊施設（民泊含む）として
利活用されている京町家が多いエリア

宿泊施設（民泊含む）として利活用されている京町家
（令和６年度京町家状況調査を基に作成）

三洋化成工業
株式会社

まち柄マップ２
【東山区】

京焼・清水焼の製造
等を行う企業が複数
立地する準工業地域

青窯会会館

資料２－東②



まち柄マップ（補足資料）【東山区】

（１）都市再生緊急整備地域＜京都市三条駅周辺地域＞
祇園などの繁華街や東山などの観光地に近接し、文化芸術ゾーンである岡崎地域へのア

クセスも良く、賑わい・観光・文化芸術の拠点となる立地であるうえ、京阪三条駅・地下
鉄京阪三条駅・主要なバス路線が結合する交通結節点のポテンシャルを活かし、低未利用
地や公有地における都市開発事業の実施により、国内外から多様な人々が集い、暮らし、
働き、交流する、にぎわいと活力あふれる拠点の形成を目指し、令和6年12月に都市再生
緊急整備地域に指定された。

（２）三条市営住宅団地再生計画

（２）宿泊施設（民泊を含む）として
利活用されている京町家

京都市内東山区内
７件３件Ｒ４年度

２９件４件Ｒ５年度
４２件１１件Ｒ６年度

（３）エリア内の未利用地
エリア内には、小学校跡地（元今熊野小学

校）等の未利用の公有地がある。

（２）今熊野商店街
東大路通沿いの商店街

出典：Google Earth

（１）伝統産業（京焼・清水焼）
準工業地域内に京焼・清水焼の製造

等を行う企業が複数立地。

出典：京都青窯会共同組合ＨＰ

（１）空き家率
東山区は市内で最も空き家率が高い。

出典：空き家数及び空き家率：総務省「住宅・土地統計調査（令和5年）」

（２）人口減少率
東山区は市内で最も人口減少率が高い。

出典：京都市統計ポータル「推計人口」を基に作成（各年10月1日現在）

東山区

（１）京町家の立地状況

※令和６年度京町家状況調査を基に作成
※令和６年度京町家状況調査における

調査範囲内のデータによる

（京町家：件数）

・京都市建築物等のバリアフリーの促進に関する条例台帳を基に作成
・Ｒ４年度からＲ６年度までにバリアフリー条例による協議を

行った計画のうち、京町家緩和を用いたもの
・変更協議を除く

（３）京町家の宿泊施設（民泊を除く）への用途変更件数

（京町家：件数）

１ 東山区全体における課題

２ 三条駅周辺における主な動き

３ 京町家の状況

４ 東山区南部エリア

（４）第１回部会で頂いた御意見
既存ストックの観点は非常に重要なこと。町家の改修は民泊やホテルも多い。住まい

が増える政策をしないと、税収・人口が増えていかないと思う。そのような政策転換に
一歩踏み出していかないといけない。

■青窯会会館
エリア内の協同組合の会館

※令和６年度京町家状況調査を基に作成
※令和６年度京町家状況調査における

調査範囲内のデータによる

資料２－東③



将来像マップ
【東山区】

★駅前における更なる魅力・活力の創出

★伝統産業等を活かしたにぎわいエリアの創出

★歴史的な町並みや暮らしと
多様な人々が集うにぎわいとの調和

★多様な人々の文化交流拠点の創出

三条

東福寺

祇園四条

鳥羽街道

清水五条

七条

三条京阪 東山

蹴上

資料２－東④



用途地域
【東山区】

資料２－東⑤



高度地区
【東山区】

資料２－東⑥



学生割合が市内上位１０％以上
２５〜３９歳人口割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各人口の総人口に対する割合

６歳未満がいる世帯割合が市内上位１０％以上
６５歳以上がいる世帯割合が市内上位１０％以上

※１００ｍメッシュ単位における各世帯数の総世帯数に対する割合

※Ｒ２国勢調査の町人口データを１００ｍメッシュで面積按分
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の人口または世帯数が全て市街化区域に存するものとして算出。

住む人マップ
【東山区】

資料２－東⑦



働き方マップ
【東山区】

自宅就業者割合が市内上位２０％以上

自区内就業者割合が市内上位２０％以上
※国勢統計区単位における各就業者数の

総就業者数に対する割合

大阪市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

大津市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

宇治市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

長岡京市または向日市を従業地とする
就業者割合が市内上位１０％以上

※国勢統計区単位において自区を除く従業地
（市内他行政区または他市町村）で就業す
る者の数を比較し、上位１０位以内に入る
各従業地における就業者数の総就業者数に
対する割合

市内就業者割合が全市割合以上
※Ｒ２国勢調査を基に作成
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。

市街化区域と市街化調整区域にまたがる国勢統計区
の場合、市街化調整区域の就業者数が全て市街化区
域に存するものとして算出。

資料２－東⑧



特徴的な第一種低層住居専用地域
【働⇔住】 ※今回議論するエリアのみ表示

大学周辺等選定理由
大学発スタートアップ・ベンチャー企業の立地
働く若い世代が住む職住近接エリアの形成将来像

【住】 ※今回議論するエリアのみ表示
生活利便施設等から一定の距離があるにもかかわらず、良好な居
住環境を求める子育て世帯が多く居住するエリア選定理由

地域コミュニティの形成に資する場の創出
徒歩圏内の生活利便性の向上将来像

【働⇔住】 ※今回議論するエリアのみ表示
地域の特性を活かした産業が残るエリア
≪ 事例 ≫
京野菜の直売所、農家レストラン、観光客向けの特産品土産屋、
伝統芸能の稽古場等のニーズがあるエリア

選定理由

地域の特性を活かした産業と暮らしが共存するまちの形成将来像

資料３－１



駅別乗降客数及びバスルート

京阪山科

三条京阪二条

竹田

京都

烏丸御池嵐山

国際会館

北大路

今出川

丸太町円町
太秦天神川

嵯峨嵐山

北野白梅町

西院

嵐電天神川

西京極

桂

嵐山

出町柳

祇園四条

七条

西大路

桂川

山科

椥辻

醍醐

六地蔵

六地蔵

近鉄丹波橋

桃山御陵前

丹波橋

伏見桃山

中書島

淀

京都市役所前

河原町

大宮

四条大宮

五条丹波口

梅小路京都西

三条

四条

烏丸

2万人以下

4万人超〜6万人以下
6万人超〜8万人以下
8万人超〜10万人以下

2万人超〜4万人以下

駅別乗降客数（人／日）

10万人超〜12万人以下
12万人超（※京都駅は６０万人超）

バスルート

※令和５年国土数値情報「駅別乗降客数データ」を
基に本市作成

※駅別乗降客数を凡例に沿って表示
※同一駅名の乗降客数は合計して表示

※令和４年国土数値情報「バスルートデータ」を
基に本市作成

資料３－２①



人気観光地と宿泊施設の配置

京阪山科

三条京阪二条

竹田

京都

烏丸御池嵐山

国際会館

北大路

今出川

丸太町円町
太秦天神川

嵯峨嵐山

北野白梅町

西院

嵐電天神川

西京極

桂

嵐山

出町柳

祇園四条

七条

西大路

桂川

山科

椥辻

醍醐

六地蔵

六地蔵

近鉄丹波橋

桃山御陵前

丹波橋

伏見桃山

中書島

淀

京都市役所前

河原町

大宮

四条大宮

五条丹波口

梅小路京都西

三条

四条

烏丸

0㎡超〜1,000㎡以下

2,000㎡超〜3,000㎡以下
3,000㎡超〜4,000㎡以下
4,000㎡超〜

1,000㎡超〜2,000㎡以下

宿泊施設の床面積外国人観光客
想定訪問人数

日本人観光客
想定訪問人数

300万人 300万人

※令和５年京都観光総合調査の日本人観光客数、
外国人観光客数及びそれぞれの訪問地率を
基に算出した訪問地別の想定訪問人数 ※令和６年固定資産税台帳情報を基に本市作成

※100ｍメッシュ単位における宿泊施設の床面積
の合計を凡例に沿って表示

資料３－２②



京都市営地下鉄東西線

京都市営地下鉄東西線を軸とした
サブゲートとしての活用の更なる促進

二条駅
■ポテンシャル
・都心部に近い
・市内西部の観光地の要となる立地
■今後の課題
・駅周辺の魅力向上等

京阪三条駅
■ポテンシャル
・人気観光エリアに近い
・都市再生緊急整備地域の指定や

三条市営住宅団地再生計画による
拠点性の向上

山科駅
■ポテンシャル
・特急「はるか」の延伸
■今後の課題
・宿泊施設の誘致を含めた

駅周辺の魅力向上

京阪山科

三条京阪二条

竹田

京都

烏丸御池嵐山

国際会館

北大路

今出川

丸太町円町
太秦天神川

嵯峨嵐山

北野白梅町

西院

嵐電天神川

西京極

桂

嵐山

出町柳

祇園四条

七条

西大路

桂川

山科

椥辻

醍醐

六地蔵

六地蔵

近鉄丹波橋

桃山御陵前

丹波橋

伏見桃山

中書島

淀

京都市役所前

河原町

大宮

四条大宮

五条丹波口

梅小路京都西

三条

四条

烏丸

外国人観光客
想定訪問人数

日本人観光客
想定訪問人数

バスルート

300万人 300万人

※令和５年京都観光総合調査の日本人観光客数、
外国人観光客数及びそれぞれの訪問地率を
基に算出した訪問地別の想定訪問人数

※令和４年国土数値情報「バスルートデータ」を
基に本市作成

資料３－２③



自宅就業者割合が市内上位２０％以上
自区内就業者割合が市内上位２０％以上

※国勢統計区単位における各就業者数の総就業者数に対する割合
大阪市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
大津市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
宇治市を従業地とする就業者割合が市内上位１０％以上
長岡京市または向日市を従業地とする就業者割合が
市内上位１０％以上

※国勢統計区単位において自区を除く従業地（市内他行政区または他市町村）で就業する者
の数を比較し、上位１０位以内に入る各従業地における就業者数の総就業者数に対す割合

市内就業者割合が全市割合以上
※Ｒ２国勢調査を基に作成
※全体が市街化調整区域に含まれる国勢統計区を除く。市街化区域と市街化調整区域にまたがる

国勢統計区の場合、市街化調整区域の就業者数が全て市街化区域に存するものとして算出。

働き方マップ

資料３－３



次期都市計画マスタープランの検討スケジュール（想定） 

 

 

令和７年度 

 

１０月 

      第３回部会開催 

１１月 

 

１２月 

      第４回部会開催 

１月 

 

２月 

      第５回部会開催 

３月 

 

令和８年度 

 

４月   

 

５月 

      

６月 

      第６回部会開催 

７月 

 

８月 

 

市民意見 

募集等 

都市計画審議会 

都市計画審議会 

１１月ごろ 

都市計画審議会 

３月ごろ 

資料４ 
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 　　　　参考資料①
北部（主に左京、北）
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 　　　　　　　　　　　　参考資料②
都心部（主に上京、中京、下京、東山）
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 　　　　　参考資料③
東部（主に山科、伏見）
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 　　　　参考資料④
南部（主に南、伏見）
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 　　　　　参考資料⑤
西部（主に右京、西京）


